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第二次世界大戦の終戦から78年が過ぎました。この間、
日本の教育学は、戦争を二度と起こさないための、また平和
な民主主義社会を形成するための知を生み出すことに努め
てきました。その知を、ウクライナ・ロシアやガザ地区をはじめ、
これから「戦後」を迎える世界の人々と共に生きるために、と
りわけ標準化と分断が同時進行するグローバル化した世界
でこれから「戦後」を経験する〈マイノリティ〉の人々と共に生
きるために、私たちはどう活かすことができるのでしょうか。
右の三人の方々からいただく話題を皮きりに、参加者の皆
さまとともに考えてみたいと思います。

■主催： 大阪大学グローバル日本学教育研究拠点・日本教育学会 近畿地区理事会（大阪企画）
■問い合わせ先： 岡部美香（大阪大学・人間科学研究科 mioka@hus.osaka-u.ac . jp）までメールでお問い合わせください。

■登壇者

◎黒田恭史 ｜ 京都教育大学・教育学部
「フィジカル空間での戦争に抗するサイバー空間での教育の挑戦」
専門は算数・数学科教育。ウクライナからの留学生（大阪大学）とともに、ウクライ
ナ語による算数・数学学習のYouTube動画を作成。他の諸言語の動画も多数。

◎平田仁胤 ｜ 岡山大学・教育学域
「戦後広島において非被爆者として生きる」
専門は教育哲学。広島をフィールドに平和教育研究を展開。

◎古波蔵香 ｜ 福岡教育大学・教育学部
「戦後沖縄の複数性」
専門は教育思想史、平和教育。戦争の記憶継承が研究主題。沖縄が主なフィールド。

■司会

◎岡部美香 ｜ 大阪大学・人間科学研究科、グローバル日本学教育研究拠点
（グローバル人材育成部門）兼任教員
専門は教育哲学・教育思想史。大阪大学大学院等高度副プログラム「日本に
おけるマイノリティ教育の理論と実践」を担当。

参加料：無料
定員：300名

参加申込はこちらから




